
「出産予定日 12 週以内の妊婦」の記載理由

• イブプロフェンの理由 （医療用添付文書 9.5 妊婦 9.5.1 妊娠後期の女性）

投与しないこと。妊娠後期のラットに投与した実験で、胎児の動脈管収縮が報告されて
いる。また、他の解熱鎮痛消炎剤を妊娠後期に投与したところ、胎児循環持続症（PFC

）が起きたとの報告がある。

• アスピリンの理由 （医療用添付文書 9.5 妊婦 9.5.1 出産予定日 12 週以内の妊婦）

投与しないこと。妊娠期間の延長、動脈管の早期閉鎖、子宮収縮の抑制、分娩時
出血の増加につながるおそれがある。海外での大規模な疫学調査では、妊娠中のア
スピリン服用と先天異常児出産の因果関係は否定的であるが、長期連用した場合は、
母体の貧血、産前産後の出血、分娩時間の延長、難産、死産、新生児の体重減少・死
亡などの危険が高くなるおそれを否定できないとの報告がある。また、ヒトで妊娠末期
に投与された患者及びその新生児に出血異常があらわれたとの報告がある。さらに、
妊娠末期のラットに投与した実験で、弱い胎児の動脈管収縮が報告されている。
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「熱だ！風邪かも」補足資料 胎児の動脈管収縮について



◎出生後の血圧
体循環＝120mmHg

肺循環＝20mmHg

◎胎児の血圧
体循環＝低い（逆流は困る）
肺循環＝肺血管が収縮、血流抵抗が大きい ⇒ 動脈菅から体循環へ

動脈菅

「熱だ！風邪かも」補足資料 胎児の動脈管収縮について

左図は
今井作成

左右心室の厚みの違いに注目！

右の２つの図はイラストACのフリーイラストです



新型コロナウイルス感染症の
罹患後症状（いわゆる後遺症）に関するＱ＆Ａ

3

Q１ COVID-19の罹患後症状とは何ですか。
A COVID-19の罹患後症状は、COVID-19に罹患した後に、感染性は消失したにもかかわらず

、他に原因が明らかでなく、罹患してすぐの時期から持続する症状、回復した後に新たに出現
する症状、症状が消失した後に再び生じる症状の全般をさしています。（通常は発症から３ヵ
月経った時点にもみられる）

Q２ 罹患後症状の代表的な症状にはどのような症状がありますか。
A 代表的な罹患後症状は、疲労感・倦怠感、関節痛、筋肉痛、咳、喀痰、息切れ、胸痛、脱毛、

記憶障害、集中力低下、頭痛、抑うつ、嗅覚障害、味覚障害、動悸、下痢、腹痛、睡眠障害、
筋力低下などがあります。

Q14 罹患後症状が続く場合、活用できる支援制度はありますか。
A 罹患後症状によって社会生活に大きな制限が生じた場合には、労災保険、健康保険の傷病

手当金、障害年金、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳の対象となりうる他、生活に
お困りの方には生活困窮者自立支援制度において相談支援等を実施します。

令和５年 10 月 20 日改訂

新型コロナウイルス感染症の罹患後症状



小児に発熱と発疹がみられたら
学校感染症の指定、病歴把握の
観点からも受診が望ましい。

• 川崎病（右図）、風疹（3 日ばし
か）、水痘（水疱瘡）、猩紅熱など

• 川崎病は、主に４歳以下の小児
に発熱と発疹が生じ、口唇の紅
潮と苺舌、両眼球結膜の充血、
頚部リンパ節腫脹等を伴う。冠
動脈瘤ができると、狭心症や心
筋梗塞のリスクが高まり、手術
や永続的な管理が必要になる。

看護rooフリーイラストhttps://www.kango-roo.com/ki/image_1822/

小児に発熱と発疹が見られる場合

川崎病の
6つの症状



大きい子（17歳）の手足口病
• 7月18日

四男17歳。突然、39.7度の熱が出て、インフルエンザかと思われ、漢方薬で
対応。

• 7月19日

汗が出て、翌日にはほぼ症状が消失。発熱外来で検査するも新型コロナの
みの検査で陰性。

• 7月20日

同じ部屋で生活している二男22歳が発熱。「コロナ並みのつらさ」と言ってい
たが、発熱外来で新型コロナ、インフルエンザとも陰性。

• 7月21日

四男、手と足にブツブツできて痛いと。足は一見、水疱性足白癬かとも思え
たが、発症部位としては疑わしい。それぞれ単純に湿疹かとも・・・

• 7月22日

四男、皮膚科を受診。ドクターの診断を覚えておらず、「口にもできるかもし
れないとか言っていた」と。そこで、「手足口病？」と訊くと、「そう！」と。

小児に発熱と発疹が見られる場合



小さい子（７歳男児）の手足口病



小さい子（７歳男児）の手足口病



小さい子（７歳男児）の手足口病
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